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2026 年 6 月期第２四半期決算説明会 動画および書き起こし資料公開のお知らせ 
 
 
 当社は、2026 年６月期第２四半期決算説明会の動画および書き起こし資料について下記のとおり公開しまし

たので、お知らせいたします。 
 

記 
 

【決算説明会概要】 

 ・開催日時 2026年２月20日（金）11：00～11：30 

 ・開催方法 オンライン 

 ・開催内容 第２四半期決算概要および業績予想等に関する説明ならびに質疑応答 

 ・登壇者  代表取締役社⾧ 小林 泰士 

        常務取締役   今村 健一 

 

① 決算説明会動画 

   URL： https://www.youtube.com/watch?v=TNglfR9cLII 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



②決算説明会書き起こし 

小林泰士：それでは、2026 年 6 月期第 2 四半期の決算説明をさせていただきます。 

 

まず、決算概況からになります。 

決算のハイライトですが、売上高・売上総利益ともに、2 クォーター累計期間としては過去最高を更新しており

ます。売上高が 129 億 6,600 万円で、前年同期比 13%増、売上総利益が 40 億 3,900 万円で、前年同期比 1.1%

増となっております。 

続けて、利益ですけれども、営業損失となっております。リユースは復調という形になりまして、モバイルは

広告宣伝効率の低下が続きまして、新規回線獲得が苦戦、優待費用 6,900 万円の計上もあり、営業損失が 9,200

万円となっております。 

経常損失・純損失においても、上記の結果、経常損失が 1 億 2,500 万円、その他、法人税等調整額の計上等に

より、親会社株主に帰属する中間純損失が 2 億 1,500 万円のマイナスという形になりました。 



 

第 2 四半期の連結損益計算書になりますが、リユースは 2 クォーター以降復調も、モバイルの広告宣伝効率低

下の影響が全体の成績を押し下げまして、売上高が 129 億 6,600 万円、売上総利益が 40 億 3,900 万円、営業損

失が 9,200 万円のマイナス、経常損失が 1 億 2,500 万円のマイナス、純損失が 2 億 1,500 万円のマイナスとな

っております。 



 

続けて、第 2 四半期のセグメント別の売上高です。 

ネット型リユースは高粗利商材の獲得が進み、2 クォーター累計売上としては過去最高を更新しております。 

モバイル通信は、新規回線獲得に課題があるものの、ストック収入の増加傾向が続きまして、同じく売上高は

過去最高を更新している状況でございます。 



 

こちらが営業利益の増減益分析になります。 

増収分をモバイルの広告効率低下による減益分がほぼ相殺という形になりまして、販管費を補うだけの利益を

確保できず、営業減益となっております。 

 



 

全体の 2026 年 6 月期、通期の業績見通しの修正についてになります。 

売上高は、リユースは力強さを取り戻す一方、モバイルの広告宣伝効率の低下の影響が⾧期化しておりまし

て、下方修正とさせていただきます。営業利益以下は、上記の結果、主にモバイルの利益率悪化が影響して、

下方修正しました。 

今後の見通しですが、クォーターベースで、モバイルは 2 クォーターにてボトムアウトしまして、4 クォーター

以降再度黒字化を見込んでおります。 

なお、計画進捗に遅れはあるものの、通期では連結粗利益は前期を上回っての着地予想という形にさせていた

だきました。売上高が 269 億円、営業利益が 1 億 8,000 万円、経常利益が 1 億 3,000 万円、純利益が 1,000 万

円とさせていただいております。 



 

続きまして、セグメント別の事業概況についてご説明をさせていただきます。 

まず、ネット型リユースの状況です。まずリユース市場のマーケットですけれども、引き続き右肩上がりに成

⾧を続けている市場となっております。2024 年には 3.2 兆円だったマーケットが、2030 年には約 4 兆円になる

といわれております。 

こちらいわゆる一般消費財といわれてるようなリユースの国内での市場になっておりまして、海外でのマーケ

ット、輸出のマーケットは入っていなかったり、BtoB の取引はここに含まれていなかったり、車や農機具とい

ったそういう大きなものは含まれていないマーケットなんですけれども、それだけであっても、非常に大きな

成⾧を続けている市場になっております。 



 

また、当社の市場認識の 2 番目、潜在のリユース市場です。今申し上げたのが顕在化されたマーケット 3.2 兆

円でして、一方で、1 年間に一般家庭でいらなくなる不用品ですとか、これまで累計に眠っている家庭にある隠

れ資産というものが、90 兆円超えるマーケットがあるいわれておりまして、非常に膨大なマーケットがまだあ

るというような状態です。 

またその隠れ資産は、年代別の構成比としては、40 代以上が 70%以上を保有しているといわれておりまして、

ミドルからシニア層が多くの隠れ資産を持っているといわれております。 



 

そんな潤沢なマーケットの中、弊社のネット型リユース事業の実績ですけれども、売上高に関しましては 34 億

5,600 万円、前年同期比 8.9%増、売上総利益に関しては 14 億 900 万円で、前年同期比 15.1%増、セグメント

利益においては 3 億 5,100 万円で、前年同期比 39.4%増となっております。 

2 クォーターは高粗利商材の獲得が進みまして、粗利率が改善しております。繁忙期の下期に向け順調さを取り

戻し、増収増益となっております。 

弊社はやっぱり 3 月、4 月、生活の転機の時期が繁忙期となっておりますので、ここからというところになりま

す。 



 

まず、ネット型リユース事業の個人向けリユースからご説明をさせていただきます。 

個人向けリユースの重点戦略ですけれども、デジタルマーケティングの強みを生かし、年間 44 万件の買取ご依

頼を獲得しております。こちらは、インターネット経由では日本で一番多くの買取依頼をいただいていると思

っておるのですが、引き続きそのような状況です。 

能力を増強しましたコンタクトセンターでのスコアリングにより、買取適格案件を掘り起こし、コンタクトセ

ンターと DX の組み合わせにより、最も効率的な買取チャネル、出張・宅配・店頭、それぞれの買取チャネル

にて買取を行っております。 



 

実績は、売上高が 33 億 6,900 万円の前年同期比 8.8%増、粗利が 13 億 2,200 万円で、前年同期比 14.9%増、高

額商材の取扱高拡大や滞留品処分による影響はあったものの、粗利率は安定から改善と、各商材とも黒字基調

を維持という形になっております。 

農機具・自動車も、各商材ともに黒字基調を維持しながら進んでいるというような状況でございます。 



 

直近のアクション概要になります。個人向け商材の方ですけれども、出品作業の DX 化を進めております。商

品写真の撮影・編集など、出品作業を DX 化。現在 2 次フェーズとして、AI を活用した商品情報の生成も試行

中ということで、どんどん進んでおります。 

スマート買取の運用範囲拡大です。こちらのスマート買取は、買取依頼から実際買取までのプロセスを自動化

した買取方法になりますけれども、こちらでの対応可能な商材カテゴリを順次拡大をしております。 

その他、新規業務提携として、三井不動産レジデンシャル様の高級不動産のエントランス部分で、出張の催事

買取という形での買取の提携をさせていただいたり、Azoop 様とは、トラックや特殊車両の、弊社では買い取

れない商材において提携が進んでいるような状況でございます。 



 

買取依頼の総数の推移になります。 

買取依頼総数は、過去最高水準で推移をしておりまして、2 クォーター粗利額も過去最高を更新しております。

これまでの生産性向上施策の進捗により、買取率も 20%台への復位をしているような状況でございます。 

 



 

チャネル別の買取件数となります。引き続き、案件ごとの内容による買取チャネルの振り分けを深化しており

ます。買取総件数の高水準を維持しつつ、買取 1 件当たりの生産性の向上を図るということで、出張コストに

値するだけの買取が見込めない案件に関しましては、積極的に宅配や店頭での買取を促して、効率のよい買取

が進むような形になってきました。 

一方で、出張コストに見合う案件に関しては、引き続き出張の買取方法を続けて、案件効率が非常に増してい

る状況が継続しています。 



 

在庫の状況です。1 クォーター末対比で、在庫金額は減少するも、在庫回転日数は大幅に改善しており、3 クォ

ーター以降、さらなる粗利率の改善を見込んでいるような状況でございます。 

 

 



 

続けて、おいくら事業の売上高および加盟店数の推移です。 

加盟店数の純増によりまして、売上高は前年同期比 12.4%増となっております。また利益は、堅調な売上と、

自治体連携拡大による依頼獲得コストの低下によりまして、損益分岐超えを続けており、利益率がより良くな

っております。 

加盟店数は、加盟店営業は順調で、一部加盟店の店舗整理に伴い ID 総数は一時的に減少しているものの、昨年

対比ではしっかりと加盟店も積み上がってるような状況でございます。 



 

自治体の連携数については引き続き順調に増加をしておりまして、当社第 2 クォーター末時点では 294 の自治

体と連携をするまでに至っております。直近のリリースでは、300 自治体も超えるということで、順調に進ん

でおります。 

人口カバー率も 45.1%となりまして、総人口 5 割のカバーも視野に入ってきたかなというところでございま

す。 



 

続けて、モバイル通信事業についてです。 

こちらが、四半期別の業績推移になります。売上高は、ストックは純増が続いていますが、1 クォーターに生じ

た広告宣伝費率の落ち込み回復に時間を要しており、ショットの伸びが鈍化しております。利益については、

主にショット構成比の低下等に伴う粗利率の低下の影響により、大幅減益となっております。 

今後の見通しですけれども、回線数の増減トレンドとしては 1 クォーターに底を打ちまして、月次ベースで

は、既に回線獲得数および獲得の CPA ともに回復トレンドに転換をしております。2 クォーターにてボトムア

ウトして、4 クォーター以降再度黒字化の見込みとなっております。 

新規の獲得の効率が悪くなってしまったというところですが、しっかり改善を図りまして、直近ではしっかり

と持ち直し始めてきており、回復トレンドに転換をしてるような状況です。 



 

回線系 ARPU および期中保有回線数の推移についてです。 

保有回線数および ARPU の積み上げによりまして、ストック収入を中心とした事業基盤の安定化を進めており

ます。期中の保有回線数も 15 万 2,000 回線という形で、回線もしっかりと保有数が増えてるという状況が続い

ています。 



 

連結業績のまとめになります。こちらは再掲になりますけれども、リユースは 2 クォーター以降復調するも、

モバイルの広告低下の影響で、全体としては業績を押し下げた状況となっております。 

 

こちらが、連結の貸借対照表になります。数字としてはご覧の通りとなっております。 



 

こちらが、連結のキャッシュ・フロー計算書になっております。同じく数字としてはご覧の通りとなっており

ます。 

以上、第 2 クォーターの決算説明をさせていただきました。 

 


